
審議経過 
 
報告 
（１）令和５年度スポーツ施設改修の進捗状況について 
 
【事務局】 
資料（６ページ）に基づき説明 

 
質疑応答 

  なし 
 
（２）第１６回川口ツーデーマーチの結果について 
 
【事務局】 
資料（７ページ）に基づき説明 

 
質疑応答 
【委員】 

  今までの大会で救急要請するような事案はあったか。 
 
【事務局】 
前回大会において、ゴール後に気分が悪くなり救護室に来られた方が１名お

り、近隣の病院へ搬送され、熱中症との診断であった。事情を確認したところ、

朝食を摂っていなかったこということでしたので、今大会においては朝食を摂

って参加するよう新たに加えて周知を行った。 
 

（３）第４１回川口マラソン大会の結果について 
 
【事務局】 
資料（８ページ）に基づき説明 

 
質疑応答 
【委員】 

  オートバイの運転手と沿道警備のスタッフとの間でトラブルがあったと聞

いているが、事務局は把握しているか。また、今後の対応についてはいかが

か。 
 
【事務局】 
 そういった事案があったことは把握している。また、川口市スポーツ協会と

も情報共有を行っており、今後の対策を検討していくということで話をしてい

る。 
 



【委員】 
  当日は来賓としてスタッフと同じジャンバーを着ていたが、１０人位の参

加者の方から受付やトイレの場所などを聞かれてしまい、「わからないです」

と話したが、中にはイライラしている方も出てしまい、不快な思いをさせて

しまった。スタッフと来賓が区別できるような対策が必要であると考える。 
 
【委員】 

  コースに１km ごとに距離表示があるとわかりやすい。 
 
【委員】 

  参加者アンケートでも１km ごとに距離表示がほしいという意見があった。

今後、大会実行委員会の中で検討したい。 
 
【委員】 

  ハーフの部において、最後尾の車両よりも後方にゼッケンを付けたまま走

っていたランナーがいたようである。何かしらの対応策が必要である。 
 
【委員】 

  交通規制を解除した後も走っていたランナーがいたため生じたことである。

警察からも指摘のあった点であり、問題意識を持って今後の大会運営に取り

組む必要がある。 
 
【委員】 
 お汁粉とスープが好評であった。ランナー以外からも配付希望があったが、

事務局に報告はあったか。 
 
【事務局】 

  そのような報告は無かった。 
 
【委員】 
 コースに１km ごとに距離表示があるとわかりやすいが、それに伴って人員

配置数が増えることも考慮し検討する必要がある。また、招待選手が２年連続

で走れなかった。選定については慎重にお願いしたい。 
 
【委員】 
 表彰について、ゴールしてから表彰まで 1 時間以上かかった種別があった。

ゴール後なるべく短時間で表彰まで行えるよう改善が必要と感じるがいかが

か。 
 
【事務局】 
 表彰は、距離別・年代別で３０種目行っているが、一部、順位の確定に時間

を要してしまった。今後、順位の確定方法を含めて検討し、次回大会に活かし

ていきたいと考えている。 
 



（４）川口市体育三賞授与について 
 
【事務局】 
資料（１３～１５ページ）に基づき説明 

 
質疑応答 
【委員】 

  スポーツ川口賞の「ミス・ミセス川口」という表現は現代において差別用

語になるのではないか。 
 
【事務局】 
 過去に同様の観点から「ミズ」という表現に変更するという話もあったが、

わかりやすい表現を優先した結果、「ミス・ミセス」と併記するに至っている。 
 
（５）令和６年度主要スポーツ関係行事について 
 
【事務局】 
資料（１６～１９ページ）に基づき説明 

 
質疑応答 

  なし 
 
 
その他 
 
【委員】 
 中学校部活動の地域移行について、最近よく新聞に取り上げられている。  

各委員の意見を伺いたい。 
 
【委員】 
 地域移行については、各自治体で様々な意見が出ている。埼玉県では、平日

の部活動は学校で行うことを前提に話を進めているところである。教員の勤務

時間内に部活動ができるよう、各学校で工夫しながら今できる対応をしている

ところである。 
 
【委員】 
 大きな都市は、学校、スポーツ団体、行政など様々な立場からの意見が出る

ため、なかなか意見がまとまらず、物事が前進しないと感じている。 
 
【委員】 
 良い方向に進むよう、いろんな意見を取り入れながら行政に伝えていきたい

と思う。 
 



【委員】 
 部活動の地域移行について、審議会としての意見をまとめた上で関係各所と

協議していく必要があるのではないか。教育委員会としては、この問題をどう

捉えているのか。 
 
【事務局】 
 学校教育部を中心に教育総務部と両方で検討委員会の委員を構成し広く議

論させていただいている。学校現場や地域クラブなど関係各所から色々な意見

を取り入れ、行政としてどのように工夫し対応できるかなど検討しながら、少

しずつ前に進んでいこうという段階である。子どもたちの立場や意見を尊重す

るとともに、なるべく教員や地域の方々に負担をかけないような形で議論を進

めていこうかと思うが、その際、ご意見を委員の皆様にお伺いすることもある

かと思うので、よろしくお願いしたい。 


